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学校給食は、児童及び生徒の心身の健全な発達に資するものであるとともに食に関する正しい知識を養

う上で重要な役割を果たすものです。 

このため、学校給食の実施にあたっては「学校給食衛生管理基準」（文部科学省）、「大量調理施設衛生

管理マニュアル」（厚生労働省）を基本としつつ、「奈良市学校給食調理従事者の手引き いつも心に衛生を」

を奈良市教育委員会事務局保健給食課において作成し、安全に給食が提供できる体制づくりを行ってまい

りました。 

今般、異物混入防止のさらなる徹底を図るため、食材の調達・検収から調理、配膳の各段階における注意

事項を示し、調理従事者、栄養教諭・学校栄養職員はもとより教育委員会事務局職員、教職員、給食物資納

入業者等、学校給食に関わる全ての人が連携して取り組むことができるよう、本マニュアルを定め、その対策

を講じることとします。 

 

 

（１）異物の定義 

異物は、生産、貯蔵、流通の過程で不都合な環境や扱い方に伴って、食品中に侵入または混入したあらゆ

る有形外来物をいう。ただし、高倍率の顕微鏡を用いなければ、その存在が確認できない程度の微細なもの

は対象としない。【厚生労働省監修「食品衛生検査指針理化学編」参照】 

 

（２）異物の分類 

  本マニュアルでは、異物混入時の対応をするにあたって異物を次のように分類する。 

 異物の分類 具体的な物質 

危険物 喫食することにより生命に深刻な影

響を与える異物 

くぎ、針、金属片、ガラスの破片、鋭利なプラス

チック片、薬物、毒物等 

喫食することにより健康への影響が

大きいと思われる異物 

衛生害虫（ゴキブリ・ハエ）等 

非危険物 異物自体は不快であり衛生的では

ないが、健康への影響は少ないと思

われる異物 

毛髪、袋の切れ端、糸くず、羽虫・幼虫等の 

衛生害虫以外の虫等 

原料由来物 原料に由来する物質であるが怪我

のおそれがあると思われる異物 

卵の殻、食肉の鋭利な骨、貝殻等 

パンや脱脂粉乳等の焦げ、魚の骨、果物の種や皮は異物に含まない。 

判断に迷う場合は、保健給食課へご相談ください。 

 

はじめに 

第１ 異物とは 
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（１）調理従事者の身支度   

 ①調理従事者は清潔な白衣、エプロンを着用し、頭髪は帽子の中にすべて入れる。複数人で互いに身支度 

をチェックし合う。白衣・エプロンへの抜け毛の付着を防ぐため、マスク、帽子を着用してから白衣、エプロ 

ンを着用する。 

 ②調理に必要なもの以外は調理室に持ち込まない。鉛筆やシャープペンは芯が折れて飛び食材に混入する

おそれがあるので使用を禁止する。 

 ③使い捨て手袋を着用する場合は、使用前後や使用中に破損がないか確認する。 

 

（２）給食室内の点検 

 ①給食室内は関係者以外の立ち入りを禁止する。 

 ②給食室内は常に整理整頓を行い、「学校給食日常点検票（第 8 票）」＊１に従って点検を行う。 

 ③作業前・作業中・作業後に、包丁・裁断機の刃の異常、調理器具のネジの緩み、ザル等の破損がないか 

確認する。裁断機の刃は食材が変わる度に確認する。 

 

（３）物資納入 

 ①保健給食課は、衛生上、信用のおける納入業者を選定する。必要に応じて衛生管理の状況を確認する。 

②納入業者には、食品加工施設・設備の衛生管理、車両の清潔保持・配達従事者の衛生的な服装を徹底 

し、納入物資に異物が混入しないよう指導する。 

             物資の納品方法について、市教育委員会、学校長、給食センター所長（保健給食課長兼務）、栄養教諭・ 

学校栄養職員、調理従事者の指示に従うこと。 

 

（４）食材の検収＊２ 

 ①検収時の点検は、検収簿に基づき毎日行い記録する。 

 ②検収時に異常を発見した場合は、管理職に報告する。報告を受けた管理職は速やかに保健給食課に連 

絡し、交換等の措置をとる。検収簿に対応内容を記録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２ 異物混入防止対策 

調理従事者 

調理従事者 

調理従事者 

＊１ 学校給食日常点検票（第 8 票）；学校給食衛生管理基準に基づき、学校給食の衛生管理の維持改善を図るた

め毎日点検を行う項目をまとめた点検票のこと。 

＊２ 食材の検収；検収室（または所定の検収場所）で調理従事者が、検収日時、品温、数量のほか年月日表示、産地・

メーカー、納品業者名、納品時間、品質・鮮度、箱・袋の汚れ、その他包装容器等の状況、（必要に応じてロット番

号）異物、異臭がないか等について毎日点検を行い検収簿に記録する。 

 

保健給食課 納入業者 
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（５）調理過程 

 ①下処理 

  食材の特性に応じて異物の除去に努める。 

  ・海藻類、ちりめんじゃこなどの海産物は海のゴミが混入していることが多い。 

  ・ちりめんじゃこなどの小魚には種類の違う生物が混入している可能性がある。 

  ・切り干し大根などの天日干しの乾物は、乾燥工程で自然のゴミが混入していることが多い。 

  ・葉物野菜には、季節により虫や虫の卵、雑草、ゴミが付着・混入している可能性があるので 1 枚ずつ 

バラバラにして丁寧に洗浄する。 

  ・米は金属探知器や色彩選別機等、複数の段階で選別されているが、異物混入の可能性はゼロでは 

ないという認識で目視確認を行う。 

  ・容器包装を開封する際には、切れ端や乾燥剤に注意し、別容器に移し替える。また、切れ端が出ないよう 

に二度切りはしない。 

 ②調理中 

  材料を釜に投入する前に、再度異物の混入がないかチェックする。 

  釜は適宜蓋をして、異物混入を防ぐ。 

 ③配缶＊３時 

  食缶や蓋に異物の付着がないか、その他の異常がないか確認する。 

  配缶後は必ず蓋をし、運搬中の異物（ほこりなど）の混入を防ぐ。 

  児童生徒に手渡す前に異常がないか確認する。 

  

（６）配膳室の管理 

   給食開始までは関係者以外は立ち入らない。 

 

 （７）検食 

   学校長等は児童生徒が食べる約 30 分前に検食を行い、有害物・異物の混入、異味・異臭の有無等を確認 

し、検食簿に記録する。 

 

（８）児童生徒に対する指導 

 ①給食当番は、清潔なエプロンまたは白衣、三角巾（バンダナ）または帽子、マスクを着用し配膳の過程で 

異物が混入しないように十分注意する。 

 ②鉛筆の芯・消しゴムのかす・画鋲・ホッチキスの針・セロテープ片・プラスチック片・チョーク片・粉などの 

散乱や、虫の混入を防ぐため、教室内の環境整備に努める。 

③食器は丁寧に扱い、破損や傷を発見した場合は使用せず、給食室に報告する。 

④学級担任等は、金属片やガラス片等の危険な異物が給食に混入した場合の危険性や命の大切さについ

て指導する。 

 

管理職 

調理従事者 

＊３ 配缶；調理場内で食缶の中に給食を入れること 

学級担任等 
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１ 調理工程で異物が発見された時の対応 

（１）危険な異物 

 ①検収時、調理前に発見した場合 

  取り除いて使用する。ただし、毒物や危険異物が多数混入し取り除くことができない場合は、交換または 

使用中止。 

 ②調理中、配缶中に発見した場合 

・原則提供中止。ただし、原因が特定でき、他の献立や食品への混入の可能性がない場合は、その献立や 

食品のみ提供する。 

・包丁や裁断機の刃などの欠けがあり、その欠片が発見できない場合は、混入の可能性のある食材を交換

または使用中止。 

 ③保健給食課への報告 

  交換や使用中止、提供中止となる場合は、速やかに保健給食課に連絡する。取り除いて使用した場合も、 

当日中に保健給食課に報告する。 

 ④保健給食課の対応 

  ・必要に応じて当該食材の交換を手配する。 

・異物混入の状況を把握した上で食材納入業者に連絡し、原因究明と再発防止を求める。調理中の取り

扱いに原因があると判断した場合は、調理従事者（調理業務委託校の場合は調理業務委託業者）に再発

防止を指導する。 

 

（２）非危険物、原料由来物 

 ①検収時、調理前に発見した場合 

  異物を取り除いて使用する。青果物（野菜、加工されていない果物）は再度水洗いしてから使用する。 

ただし、多数混入し取り除くことができない場合は、交換または使用中止。 

 ②調理中、配缶中に発見した場合 

異物をその周辺ごと取り除き、十分目視で確認して調理、配缶する。ただし、多数混入し取り除くことができ

ない場合は、その献立は原則提供中止。 

 ③保健給食課への報告 

  提供中止となる場合は保健給食課に連絡する。取り除いて使用した場合も、当日中に保健給食課へ連絡 

する。 

 

 

 

 

 

第３ 異物混入があった時の対応 
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２ 検食時に異物が混入していた場合の対応 

（１）危険な異物、取り除けない非危険異物が混入していた場合 

 ①検食者（学校長等）の対応 

  ・異物の種類や混入状況から、中止または継続を判断する。 

  ・異物の混入した献立の提供は原則中止するが、原因が特定でき、他のおかずや食品への混入の可能性 

がない場合は安全確認ができた献立や食品のみ提供する。 

  ・可能な限り現状保存をする。 

 ②保健給食課への報告 

  ・異物の混入状況、大きさ、色、形等について、保健給食課に連絡する。 

 ③保健給食課の対応 

  ・異物混入の状況を把握し、原因究明と再発防止策を検討する。その際は必要に応じて学校、調理従事者 

（調理業務委託校の場合は調理業務委託業者）、食材納入業者とともに協議する。 

 

（２）非危険物、原料由来物が混入していた場合 

 ①検食者（学校長等）の対応 

・異物の種類や混入状況から、中止または継続を判断する。 

・因果関係がはっきりし、安全や衛生上問題がなければ、異物をその周辺ごと取り除き、十分目視で確認 

して提供する。ただし、多数混入し、取り除くことができない場合は、その献立は原則提供中止。 

②保健給食課への報告 

  ・異物の混入状況、大きさ、色、形等について、保健給食課に連絡する。 

 ③保健給食課の対応 

  ・異物混入の状況を把握し、原因究明と再発防止策を検討する。その際は必要に応じて学校、調理従事者 

（調理業務委託校の場合は調理業務委託業者）、食材納入業者とともに協議する。 
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3 配膳＊４・喫食時に異物が混入していた場合の対応 

（１）危険な異物、取り除けない非危険異物が混入していた場合 

 ①学級担任等の対応 

  ・児童生徒から異常の報告を受けた時は直ちに配膳や喫食を中断し、児童生徒の安全確認を行う。 

・異物の種類や数量、混入の状況、喫食の状況を調べて管理職に報告する。教室内での混入の可能性も 

確認する。 

    ・可能な限り現状保存をする。 

 ②管理職の対応 

  ・異物の種類や混入状況から、中止または継続を判断する。 

・異物の混入した献立の提供は原則中止するが、原因が特定でき、他のおかずや食品への混入の可能性 

がない場合は安全確認ができた献立や食品のみ提供する。 

・児童生徒が異物を口にした場合、当該児童生徒の健康状態を確認し、必要に応じて病院への搬送と 

警察への通報を行う。 

 ③教育委員会への報告 

  ・異物の混入状況、大きさ、色、形等について、保健給食課に連絡する。 

  ・児童生徒の指導に関わるケースである場合は、学校教育課、いじめ防止生徒指導課に報告する。 

④保健給食課の対応 

  異物混入の状況を把握し原因究明と再発防止策を検討する。その際は必要に応じて学校、調理従事者 

（調理業務委託校の場合は調理業務委託業者）、食材納入業者とともに協議する。 

 

（２）非危険物、原料由来物が混入していた場合 

 ①学級担任等の対応 

  ・異物の入っていた食缶の配膳や喫食を一時中断し、児童生徒の安全確認を行う。 

・異物の種類や数量、混入の状況、喫食の状況を調べて管理職に報告する。教室内での混入の可能性も 

確認する。 

・可能な限り現状保存をする。 

②管理職の対応 

・異物の種類や混入状況から、中止または継続を判断する。 

・因果関係がはっきりし、安全や衛生上問題がなければ、異物をその周辺ごと取り除き、十分目視で確認 

して提供する。ただし、多数混入し、取り除くことができない場合は、その献立は原則提供中止。 

  

 

 

＊４ 配膳；各学級で食缶から児童生徒に分配すること 
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③教育委員会への報告 

  ・異物の混入状況、大きさ、色、形等について、保健給食課に連絡する。 

  ・児童生徒の指導に関わるケースである場合は、学校教育課、いじめ防止生徒指導課に報告する。 

④保健給食課の対応 

  異物混入の状況を把握し原因究明と再発防止策を検討する。その際は必要に応じて学校、調理従事者 

（調理業務委託校の場合は調理業務委託業者）、食材納入業者とともに協議する。 

 

（３）パン、牛乳、1 個もの
＊５

等に異物が混入していた場合 

①学級担任等の対応 

    ・異物の種類や数量、混入の状況、喫食の状況を調べて管理職に報告する。 

・教室内での混入の可能性も確認する。 

・当該児童生徒の分については、別のものと交換する。 

・可能な限り現状保存をする。 

 ②管理職の対応 

  異物の種類や混入状況から、中止または継続を判断する。 

 ③教育委員会への報告 

・異物の混入状況、大きさ、色、形等について、保健給食課に連絡する。 

  ・児童生徒の指導に関わるケースである場合は、学校教育課、いじめ防止生徒指導課に報告する。 

④保健給食課の対応 

異物混入の状況を把握した上で食材納入業者に連絡し、原因究明と再発防止を求める。納品後の取り 

扱いに原因があると判断した場合は、調理従事者（調理業務委託校の場合は調理業務委託業者）に再発 

防止を指導する。 

 

＊5 1 個もの；個包装された状態で配膳されるもの。  

例：ヨーグルト、ゼリー、ソーセージ、チーズ、パン添加物、ふりかけ、のり、ドレッシング類、個包装果物等 



 

 

 

9 

 

   

 

 
検収時・調理前 調理中・配缶中 

危
険
な
異
物 

取
り
除
け
る 

取り除いて使用 

当該献立は原則提供中止 

ただし、原因が特定でき、他の献立や食品への

混入の可能性がない場合は、安全確認できた

献立や食品のみ提供 

取
り
除
け
な
い 

交換または使用中止 当該献立の提供中止 

非
危
険
物 

取
り
除
け
る 

取り除いて使用 異物をその周辺ごと取り除いて提供 

取
り
除
け
な
い 

交換または使用中止 当該献立の提供中止 

１
個
も
の 

交換または使用中止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発見時点別 異物混入対応一覧表 給食室 
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配膳・喫食時に異物が発見された場合の対応一覧 教室 

学校担任等の措置 

配膳や喫食を中断し、

児童生徒の安全確認

を行うとともに管理職に

報告する。 

【危険物】 

対象：くぎ、針、金属片、ガラスの破片、毒物など危険なもの、衛生害虫（ゴキブリ、ハエ）等 

児童生徒に対して 

全校放送により、配膳や喫食

の中止を指示する。 

事実と今後の方針を伝える。 

管理職の措置 

異物と入っていた給食を保存する。教職員に

報告し原因を追究する。 

保健給食課に報告し、指導を受け、保護者に

文書等で事実と対応を報告する。 

学校担任等の措置 

異物の入っていた食缶の配膳や喫食を中

断し、児童生徒の安全確認を行うとともに

管理職に報告する。 

因果関係がはっきりし、安全や衛生上問

題がなければ、異物をその周辺ごと取り除

く。 

【非危険物・原料由来物】 

対象：毛髪、袋の切れ端、糸くず、羽虫・幼虫等の衛生害虫以外の虫、卵の殻、食肉の鋭利な骨、貝殻等 

児童生徒に対して 

学級の児童生徒または該

当の児童生徒に事実と善

処することを伝える。 

管理職の措置 

原因を追究する。 

教職員に報告する。 

内容により、保健給食課へ連絡

する。 

状況によって、保護者に文書等

で報告する。 

学校担任等の措置 

管理職に報告し、該当児童生徒の

分については、別のものと交換する。 

【納入業者の責任に関わると考えられるもの】 

対象：パン、牛乳、1 個もの等 

児童生徒に対して 

学級の児童生徒または該

当の児童生徒に事実と善

処することを伝える。 

管理職の措置 

異物と入っていた給食を保存する。 

教職員に報告する。 

保健給食課に連絡する。 



 

 

 

11 

 

4 児童生徒・保護者への対応 

（１）給食献立の一部の提供を中止・変更をした場合 

 ・児童生徒に学級担任等を通じて中止や変更の連絡を行う。 

 ・保護者への報告は文書で、異物混入の概要、喫食中止に伴う献立変更等について報告する。 

必要に応じて家庭訪問による報告も検討する。 

給食献立の一部の提供を変更した場合の参考例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者宛ての通知文のひな形は、R フォルダ＞保健給食課＞  奈良市学校給食関連マニュアル・様式類

＞2.様式類＞3.異物混入時各種様式 内に格納しています。 

 

（２）異物を口にした等、健康への影響が懸念される場合 

 ・学校医に連絡して要医療の判断を受け、必要に応じて処置する。 

 ・異物混入の状況により必要に応じて他の児童生徒の体調の変化にも注意し、健康被害の有無を確認する。 

 ・異物の影響が懸念される児童生徒やその保護者に対しては異物混入の事実について、迅速かつ誠意を 

持って状況の説明と謝罪を行う。 

 ・医療を受けた場合は、スポーツ振興センターの災害給付への申請を行う。 
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5  事故発生時の連絡体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校 

・児童生徒の安全確認 

・教育委員会事務局への 

迅速な報告と対応協議 

・保護者への報告 

・必要に応じて学校医や 

警察への連絡・相談 

児童生徒・保護者 

学校医 

健康被害の 

措置・相談 

納入業者 

・異物確認 

・原因究明 

・再発防止報告書提出 

奈良県学校給食会 

・事業者への指導 

・再発防止報告書提出 

都 学校給食センター 

0743-82-1691 

・異物確認 

・原因究明 

・再発防止策協議、報告 

・ 

調理業務委託業者 

・原因究明 

・再発防止報告書提出 

警察署 
奈良 0742-20-0110 

奈良西 0742-49-0110 

天理(都 地域) 

 0743-62-0110 

 
 

奈良県体育健康課 

0742-27-9862 

奈良市教育委員会事務局 

・異物確認 

・納入業者への指導 

・調理従事者への指導 

・関係機関への連絡 

・再発防止策協議、報告 
 

保健給食課 0742-34-4830 

（食材担当）  0742-34-4601 

いじめ防止生徒指導課 0742-34-4863 

 

保健所保健衛生課 

0742-93-8395 

畜産課 

・納入業者への指導 
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6 報道機関等への公表及びその基準 

異物混入の際の報道発表の判断については、原則下記のとおり取り扱うこととする。また、第３.４.（1）に 

ある保護者への通知についても原則下記基準に基づき対応する。 

 

（１）公表についての考え方 

異物の種類を基準に、対応を行う。 

・危険物：くぎ、針、金属片、ガラスの破片、鋭利なプラスチック片、薬物、毒物、衛生害虫（ゴキブリ、ハエ） 

・非危険物：毛髪、袋の切れ端、羽虫・幼虫・ウオノエ等の衛生害虫以外の虫、貝殻 

 （パンや脱脂粉乳等の焦げ、魚の骨、果物の種や皮は異物に含まない。） 

 

（２）公表の時期について 

・速やかに混入等の経緯等を調査し、保護者に対し、学校長から（または学校長と教育委員会の連名） 

当日中に通知する。原因が特定できていない場合は、原因調査中として、発生事実を通知する。 

・ホームページへの公表、報道機関への資料提供は、経緯や原因がある程度特定できた時点で教育委員 

会が公表する。 

・奈良県担当課への報告は、教育委員会より行う。 

  

保護者への

通知 (※１)

ホームページ

への公表 (※２)

県教委へ報告・

報道機関資料

提供 (※２)

保護者への

通知 (※３)

ホームページ

への公表

県教委へ報告・

報道機関資料

提供

献立変更なし ― ― ― ― ― ―

献立変更あり 〇 〇 〇 〇 ― ―

児童生徒へ提供後 ○ 〇 〇 〇 ― ―

危険物 非危険物

　　　　　異物分類

                             発見時点

児童生徒へ提供前

(※２)当該校のみで発生し原因が明確であり、児童生徒に健康被害が生じておらず、かつ今後も生じるおそれがない場合は、ホームページの公表

      及び報道機関への資料提供は行わない。

(※３)当該校のうち影響があった学級の児童生徒の保護者を対象とする。

　　　提供後に発見された場合は、対象児童生徒の保護者へ電話連絡も可能とする。

      また、毛髪など健康への影響が小さく、原因の特定が困難な場合は、通知の対象としない。

(※１)当該校の全児童・全生徒の保護者を対象とする。
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異物混入等の事故が発生した際は、電話で保健給食課に連絡後、この様式を使用して報告を行う。 
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資料編 
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参考資料１ 
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学校給食従事者の健康管理（服装等の日常点検） 

～健康状態の確認は、安全な給食の第一歩！～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調理従事者の健康管理】 
・個人別健康観察記録票・学校給食日常点検票の記入 

・健康診断を年１回受ける 

・月に２回検便を実施する（赤痢菌・サルモネラ菌・腸管出血性大腸菌Ｏ１５７） 

・手荒れに気をつける              

☞参考：学校給食ハンドブックＰ81・学校給食調理従事者研修マニュアルＰ16,17 

 

◎鼻やのどの粘膜には細菌が多く、せきやくしゃみに混じって飛び散ってしまう

ので、マスクは鼻までしっかり覆う 

＜１回のせき＞     １０万個の細菌が２～３ｍ飛散 

＜１回のくしゃみ＞  ２００万個の細菌が４～５ｍ飛散 

 

 

参考資料２ 「学校給食における食中毒防止の手引き いつも心に衛生を」より 「奈良市学校給食調理従事者の手引き いつも心に衛生を」より 
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異物混入の防止① 

★材料は異物が入っていないか点検し、容器に移し替える 

  

 

 

 

 

≪よくある異物の例≫  

食 材 よくある異物 

切り干し大根 糸くず 

ちりめんじゃこ 海の浮遊物（ビニール片・プラスチック片） 

えび・たこ・イワシノコバン・ウオノエ等 

干しいたけ 虫 

野菜 虫の卵・幼虫・羽虫 

油揚げ・平天・ちくわ 黒いこげ 

ひじき・わかめ 海の浮遊物（ビニール片・プラスチック片） 

米 もみがら・ぬかの塊・羽虫・幼虫 

 

≪その他≫ 

・容器包装を開封する際には、切れ端や乾燥剤に注意し、別の容器に移し替えをする。 

切れ端が出ないように、二度切りはしない。誤って二度切りしてしまった場合は、周囲に声を 

かけ、ダブルチェックを行う。 

・材料を釜に入れる前に、再度異物の付着や混入がないかをチェックする。 

材料を入れた後にも、異物等が入らないようにきちんとふたをする。 

・食缶やボール・ふたに異物が付着していないか確認してから使用する。 

・配食後は、必ずふたをし、異物の混入を防ぐ。 

・洗剤など、調理作業に必要でないものは持ち込まない。 

☞参考：異物混入対応マニュアル P2,5,6  

参考資料３ 「奈良市学校給食調理従事者の手引き いつも心に衛生を」より 
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異物混入の防止② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

刃こぼれがないか点検する。 

✄ 

使用前・使用後に必ず点検する。 

 

 

★包丁・裁断機の刃の破損の確認 

 

★調理器具の破損の確認 

 

★ 配食後は、必ずふたをする。 

 

運搬中のほこりや異物の混入を防ぐ。 
 

釜に入れる前にもう一度チェック！！ 

 

 
★ 袋の切れ端・乾燥剤に注意する。 

★ 材料・調味料は別容器に移し替え、異物の

混入がないか確認する。 

 

参考資料４ 「奈良市学校給食調理従事者の手引き いつも心に衛生を」より 
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異物混入の防止③ 

～こんなところに落とし穴～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☞参考：学校給食ハンドブック P84 

調理器具が破損していないか、ネジがゆるんでいないか 

使用前・使用後に必ず点検する！！ 

・白衣や帽子に頭髪やほこり等が 

ついていませんか？ 

・お互いにチェックし合いましょう！ 

ブラシの毛等がついていませんか？ 

金網の留め金はとまっていますか？ ・固定しているネジはゆるんでいませんか？ 

頭髪が白衣につかないよう、帽子

をつけてから白衣を着ます。 

裁断機の刃がきちんと 

入っていますか？ 

 

留め具は 

はまって 

いますか？ 

 

ネジはとまって 

いますか？ 

 

裁断機の使用後は、回転が完全に停止してから、 

カバーや扉を開放する。 

参考資料５ 「奈良市学校給食調理従事者の手引き いつも心に衛生を」より 


